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十勝地方における農業気象情報のシステム化について  

策1報 農業気象情報システムの現状  
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清  要  

農業に密接にかかわる気象情報はこれまでにも利用されてきたが．近年のコンピュータによ  

る情報処腰や通信技術の発展により急速にシステム化が進み，より頓梅的な利用へと移り変わ  

っている。北海邁十勝地方でも近年複数の農業情報システムが稼働を始めている。そこで，こ  

のシステムを稼働させている，十勝農協凰上幌農協，音更農協を対象に各システムの内容と，農  

業気象情報の流れについて調査を行った。   

農業気象情報の流れとしては，十勝地方では「勝農協連が核となり，中央の気象情報を各農  

隠普及所等に流していることがわかった。また，士幌，需要農協については，十勝農協連の  

気象情報を受けとるとともに独白のシステムによって各農家に伝達していることがわかった。   

しかし．農協のシステムに関しては．気象情報の入力部分においてオンライン化がされてお  

らずリアルタイムの伝達までには至っていないことがわかった。   
次に，各システムの端末装置であるが，これにはファクシミリ，ファクシミリにパソコン機  

能を付加した専用機，パソコンがあった。これは，各システムのH的と，エンドユーザーのレ  

ベルの設定によって卑、じたものと考えられる。   
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以上の結果，t・勝地方における農業気象情報システムは、，ハードの進歩と利用者顔レペノb向  

上により，調和を計りつつ成熟しっっある過程であることがわかった。  

キーワード：農業気象情楓 アメダス（ÅM転ひAS）  

いずれのシステムも農発に開ずる多様な情報巻提供  
することか可能となっている郎，ここでは農薬気象情  

報に限定して】その内潜をとりまとめるとともに．そ  

掛特徴首整明し今後巧展望について検討する′ものであ  
ろ、，  

結果及び考案   

1＿ 現行の農業気象情報システムについて   

川 十勝農協連   
十勝農協連は，昭和餌年に酪農の枝硝滴報崖中心と  

したシステムをスタートさせ2），そめ後畑作や畜産農  

家に対Lても利用できる各捧情報を裾供し始めた。そ  

Lて，昭和63年からは農業気象情報の試験運用を開始  

し 現在 卜勝地域農業情報ンヌテムトを構築中であ  
る。   

システム開発にあたって軋十勝管内全域を対象と  
Lた広域農業構造改苦事業（広域農慧情軸管理施設整  

備事業）の国費補助事業の適用を受けた。ネットワ【  

クは，地区内の26農協のはか，試裟楓 普及所等の随  

係機関に機器が導入され．端末台数は47愚台という大  

規模なものとなぅている。   

農業気象情報の滞れを，図1に示す、。気象情報は札  

幌巾にある潮目本気象協会北海道本部のMlこ二心S  

⊥AN HOK上もAll）0（九IeLeorく11pgic孜1InformatioⅥ  

CQlnI｝rehensi、′eOnlineS訂Vice）から，帯広市内の  

農業情報センターへオンラインで送られる。上勝農協  

連では，これに農業筏術対笥を加えて農業気象時報と  

し，ホストコンピュータにファイル化する。各農協は  

端末装置を用いて，必要に応じてこの情報を引き出す  

形態を取っている：，端末装掛よ テキストファイJ♭用  

ワークステーショニ／（K川R）と．画像情報相のパ  

ソコン（軒M月50）を併相している‘ 

農協と組合員である農家とのネヅトワークは，現時  

点で構築されていないが，・部の農場では摘報無線で  

定常的に農家に伝達している。きた．異常気象時や小  

麦の刈入れ時には，電話やファクシミリが利用きれて  

いるハ  

は じ め に  

近年の情報処環や通信技術の発展は，農業の分野に  

も取り．込まれ，農業に関する情報システムは研究・実  

験の段階から寒川化に向けて大きく動き出している。  

中でも，農業忙密接にかかわる気象情報のシステム化  

は替地で活銀に行われている。   

農業気象情報の利用方法としては，メッシュ気嬢偵  

成代表されるようjこ－過去のデータを統計処愕するも  

のと，天気予報のように今後の予測に関するものとに  

分類できる。全国各地で進められている農業気象情報  

システムも，過去のデータを処拝する士ころから始め  

られているものが多いい。．一方 予測の分野では即時  

性を求められることから，最終利用者である農家への  

伝達手段が問題となっている。   

十勝地方においても各団体の取り観みは活発で．い  

くつかの農業情報システムが稼働している白眼和60年  

に十勝農協連の「酪農経常情報システム，lがスタート  

し，昭和6封1こからは農業気象情報の試験運用を開始し，  

現在「十勝地域農業情報システム」を構嚢中である。  

また，平成2咋には士幌農協が．地目めシステムを全  

組合員を対象に稼働させた。さらに，音更農協も平成  

2年から眉DO戸以上の組合員巷対象とLたシステムを  

展開しているハこれらほ，農菓の因堺化時代に向けて，  

各農協らが強い農業を育成することを口的として，近  

咋急速に整備Lたものである。   

本稿では．周在篠働中ぬ十勝署内における各システ  

ムの内容と気象情報わ流れについて調盛香箱った。  

調 査 方 法  

現れ1儲地方で農業気象情相を配信するシステム  

を持っているのは，下記の3機関である。   

・十勝農業協√占1組合遵舎会（卜勝農協連）   

・十傑町農業協同姫魯（十椀町農協）   

・書東町農業協」司組沓（音更町農協）   

これらのシステムについて，資料の収集や各機関か  

ら潮き腋り調査をおこない．その内容と特徴をまとめ  

た．、  
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図1十勝農協連農業情報システム概要図  

（3】苫吏農協   

音更農協も平成2年から農業情報システムを稼働し  

ているが，農協独肖で開発したシステムではなく，剋  

」ヒ海道農協総合情報センターのシステムを利川する彬  
で導入きれた。現在では，「司様のシステムが北海道内  

の20農協に導入されている．，   

システムの概要を，図3に示す。ホシステムの特徴  

は，フ7クシミリ甚積装置であり，同装置内に部門別  

用途別にファイルが構築されている。この装置にファ  

クシミリ端末を所有する農家がメニュー別にダイヤリ  
ングをすることによっで骨相を八丁・できる。気象情報  

は主に十勝農協連のシステムから引き出した情報を，  

農協職邑が農協内のファクシミr」を端末として入力す  

る。   

棉末数は，現在800台を越え管内良人のネットワー  

クを焼Lている。端末がファクシミリということで汎  

恥環があり，各農家間でファクシミリ通信をおこなう  

など，本システム以外にも利用されている。   

（2〕上二幌勘‘農協   

⊥幌町農協では平成元叶二から2年にかけて．58Dの  

全「りこ専用端末を設備L「組合員農業情報ネットワー  

クを稼働させている3、1〕コ   

システムの概要l渕をIX【2にホす。患糞気象情報の流  

れは，十勝農協連の情報を農協職員が呼び出し．それ  

を人力場末（ドA65nn）からメwルセンターの掲示板  

へ書き込む方式をとっている．＝   

専用端末（FA760改）は，メニューボタンとテン  

キーで魂作し，ボタン操作は音声応眉で指示するなど．  

誰にでも扱えることをコンセプトとLて開発された1  

情報の出力はファクシミリのイメ【ジである。   

木システムの特徴は，端末機から農協のホストコン  

ビ1一夕へ人り込める機能をもち，また，アンケート  

などのテ一夕人力を端末機でおこなえるなど，双ん同  

性の機能を持っていることである。農協が電算メーカ  

ーと炎‖1開発Lた本システムは，端末機の操作件の良  

さから地口）雁案分野でも注臼を集めている。  
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国2 士幌農協総合職ネットワークシステム概要国  

園3 音更■協よ莱情報システム概要図  
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Ⅲ 十勝農協連   
頻行のエンドユーザーは農協となっている。最終的  

なユーザーである農家への伝達手段を作成する事業が  
残されている。   

このシステムは広域型で，多数の機関を対象として  

いることから，単一のメディアではまとめきれない点  

もある。すでに．士幌農協，青東農協のシステム，清  

水農協の同報無領などと，複数のメディアを包含した  

システムとも見なせる机 それらは組織的に運用され  
ているわけではない。各機関の農業情報システムに対  

する取り組み方の率いが－このような形態を生じさせ  

ている。   

現在開発中の「十勝地域農業情報システムでは，  

この課題を解決すべく，各農協と各農家との間を粁ぷ  

ネットワークを計画中であり，パソコン端末を基本と  

した一大ネットワークが完成する予定である。   

t2）士幌農協，音更農協   

農業気象情報を巨前のシステムに人力する際に人手  
を介するところに課題を残している。これらのシステ  

ムは農協職員が運用するわけで，即時件を求められる  
情報については，休日や夜間の対応が問題となる。ま  

た，将来増加するだろう画像情報に対して，表示両肩  

を持たない端末装眉はある程度の制約を受けることに  
なる。   

4．今後の農業気象情報システムの方向   

今後の農業気象情報システムに求められるものは、  

拡張性と蓮肘性．そして操作性である。   

拡張性については．端末嚢眉の急速な発達に対応で  

き，情報内容の変化にも対比こできることが要求されるd  

現在の情報内容については試行段借的な要素を残して  
おり，数値情報，画像情報の両石を扱えることが必要  

であろうく，   

運用性については，保守要員を必要としないことが  

前温となる。農協によっては金融に関する活用等礫で，  

電算機に対する運用に実瀬掩磨っているところもある  
が，休口や夜間も稼働させるシステムであるからト運  

用性は大事なポイントとなる。   

操作性ほ，端末装置の種類によって人きく変化する。  

システムの構成は目的によってそれぞれの特徴を肯し  
ているが，これらほエンドユーザーの激と端末の形態  

が反映Lたものである。言い韓えれば，今後の農業情  

報システムの進む方向は，ど明ような端末装整を想定  

するかで決定するとも言える。   

これら以外に卜勝管内では，「ホクレン」と丁北海道  

立農業試験場．．のシステムが稼働している。ホクレン  

農業情報システムは，札幌市に置いたホストコンピュ  

ータから，気象市況のデータを，管内の農協等に設  

置された端末装置で引き出すことができる。基本ソフ  

トウェアはビデオテックス（NAPLPS方式〕を採川  

している。   

北海道立農業試験場の情報システムは上1ARIS（H  

（止k且idoAgriculturalResearchInf即maLioI－Sys－  

t．em）と呼ばれ 長沼町の巾央農誠にホストコンピュ  

ータを置き，十勝管内では芽室町の十勝農業試験場と  

新得町の畜産試教場に′りコン端末を配置してい  
る5）。気象情報のデt夕べースや病害虫発生予察情報  

システムが利用されている．。   

さらに．気象情報のメディアとしては，複数のパン  

（1rAN）や，特定グループの′りコン通信による竃  

子掲示板（B頂S）等もあるがここでは省略する。   

2．気象情報の内容   

各システムでは．多様な農業に関する情報を蓄隠  

提供することを口的として，多数のメニューを有して  

いるか，ここでは気象情報に限定して述べる。   

川 十勝農協連   
十勝管内の気象情報を，漸口本気象協会北海道本部  

から，・口 ▲回公衆回線を介して入手している。   

管内の7メダス（ノlれIeDAS）他人’、ミを対象にした，  

気象概弧3R間の天気予報，明口の最高・最低気温  

降霜予阻 レーダーアメダス合成図とこれを用いた3  

時間先までの降雨予測（降雨時1日5回）がある。   

また，全□のアメダス地点18ケ前の実現値（気迫，  

風，l1凰 降水量）を入手し 過去10年間のデータに  

加えてファイル化しトデータベースとして利用できる（二  

単年他，ヰ年低任意期間の積算気温干天日数芋か  

求められ，平成3咋からほ十幌町の独白観蜘」新データ  

も同様の処理ができる。データベース用のプログラム  

とデータファイルは．端末パソコン内のハードディス  

クに用意されている。  

12〕十一幌農協，古史農協   

士幌農協と音更農協は，十勝農協蓮やホクレンの情  

報を再利用するかたちで運用している。   

3．各システムの諜是頁   

各システムは，それぞれ∂）目的に応じて構築きれて  

いる机農業気象情報の観点からは課題も抱えている∪  
次にそれらをシステム別に述べる。  
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情報の伝達手段としては，郵送，・般加入電話，有  

線放送，同軸無線，CATV，ファクシミリ．パソコ  

ン等が考えられる。このうち，農家の作業時閉幕や．  

随時入手可能な点から，いわゆるニューメディアと呼  

ばれる，ファクシミリと′りコンになるであろう。   

両者の比較では，ファクシミリは操作性に優れてい  

るが，情報の選択で融通性がパソコンより欠け，双方  

向性がはとんどない。一方，パソコンはメッシュ情報  

のような詳細な画像を構成することができるし．双方  

向性も有している。しかし，その操作性にはまだかな  

りの問題を持っている。この中間的な機能を持つ士幌  

農協の端末装眉が注目を集めているのもこの点であ  
る。   

琴終的な端末装層としてほパソコンとなろうが，現  

状の換作性をより向上させたハード・ソフトウェアー  
の開発が進むまでには，段階的な進歩をとると考えら  

れる。第一段階のファクシミリ∴第二穀階のファクシ  

ミリにパソコンの機能を一部持たせた専用機．そして  

発て段階として操作性の向上したソフトを有するパソ  
コン端末である。   

十勝管内のシステムは．端末嚢届から見て，笥・段  

階の音更農協，第二段階の士幌農協，そして第三段階  

を目指して計両仰のト勝農協連と分類することが可能  
である。また，端末装置のみならず，これを利用する  

農家自体の段階的な向上も不可欠である。特に．パソ  

コン端末については，現時点で誰もが使いこなせる機  

器とは言い難い。′りコン端末と利用者の成熟に，あ  

る程度の時間を要するであろう。   

このように，複数のシステムが稼働しているが，そ  

れらは各システムの目的と，エンドユーザーのレベル  

の設定によって生じたものである。今後の十勝管内の  

農業気象情報システムは，十勝農協連のシステムを核  

として，個々のシステムがそれぞれの特徴を生かしな  

がら．ハードの進歩と利用者のレベル向上により，シ  

ステム全体が成熟していくものと考えられる。   

ところで，気象情報はどのシステムにおいても，他  

の情報に比べて抜きんでて利用率の高いことが報告さ  
れでいる。しかし．提供する気象情報の内容と質につ  

いては．利用者に十分な理解が得られていない面もあ  

る8）。現在の気象情報を有効に利用するためには，情  

報の内容や質古見極めることが利用者側に要求されて  
いる。学習の機会を設けることや，提供する情報の中  

になんらかの形で表現するなどの方策が必要である。   

また，利用者の要望する情報項目と．現在の気象技  

術で捉伏できる情報内容について，双方で整理するこ  

とも重要である。これらの問題についても今後の研究  

課題として取り上げて行きたい。  
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